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])ンデシの凝固点を.白金抵抗温度計と電位差計を用いて掃密に測定し,凝固点降下度よ

りl)3/デンを定量した｡

近年 リy ヂyの謂賓が急掛 こ拓まt),それにつれて

その生産丑も次雛に増加して来た｡ リソデンとは,国

際的に γ-BHCを 99% 以上含有するものと親格さ

れてをり,その定丑法に関しては,規同点降下法によ

り己に E.E.Toops(I),E.EmschWiller(管)等によ

って可成り評細に研究され,又,A.Konerの は,熱

広斑銃を用いて .8王IC 希異性体の結晶学的研琴から

その純姥のLJE丑を試みた｡

又,白金抵抗温度計により温皮を測定する方法は己

に多く報告されている(4''5!(6'が,MuellerIhridge(7'

や SmithdiLrereneebridge(8)又は D,Rl.stullの

等によって捉案された方法は.何れも特別なmTl定技監

を必要とするので,我々は白金抵抗温腔計,朽璃電位

差計及び群但抵抗を用いて,比較的簡単にmつ可成り

正椛に凝固点を測定し得る琵辺を考案しt)./デンの定

丑を行った｡

(A) 測 定 琴 置

使用した凝固槽及び測定回路を,節1図及び節2図

に/i-;+.

収悶恥こ似1日ーたFク｡上根は,B.S.No･25で約

330cmであり.75W約20分で約 10gの1)yデVが

完全に柳 平する｡冷却速度は.加電圧を調節する事に

よt)変化させた.遊脚槽については,己に ATair,

Glasgow,】ミossini即 等が考究してをt),出田曲税

の脈柿にm顎なik'b剤を戻す冷却逆圧は凝固mの外交管
の共砧皮を調節する卿によりなすべきであると湖JLFll･し

ている｡我々は引続きこの穴政を行っているが,軒液

の純姥が押.､切合は上記の方法でも野しい誤器･を与え

ないものと思われる.把押棒は,中塗の約手狩で乾牧

垂気又は乾燥琶某ガスが流通LtI来る様になっている.

その理由は,1)ンデソの工場製品中には,水分共の他

の揮発成分が含まれてをり,これらの成分は第 4図に

戻す様に,測r/i沖 に逸散するので,凝固点は調綻 同数

と共に変化するが,順次一定となる｡併し,乾妹空気

又は,乾燥窒素ガスを遍ずると,最初から安定な収同

点を求めろ?Jr･が出来るからである.軌 軒液に桁解す

るガスの影野については,己に Scatchard(10)が無視

LII来る部を報督している｡把拝は測宅Fflも行い,捌 謁

約 2cm で上下し斑拝回数は 80/min･,であるo
白金抵抗温度計は,白金税 (直径約 0.08■mm.長

さ的 130cm)杏,正筏 7mTn,長さ約 2.5cm の杓

子柘に巻き付け,外部を約-7･抑 T'誕管で熔軸竹前した

ものである｡(節3回)

(B) 測 宏 方 法

暇也が充分安'jBLた後.R】ooの罷圧陀下皮よ()Rl

を適当に遊んで PRTを流れる馬流を,5-10mAに

する｡次に SIVを Rご5に切換へ,花代設計の阿路
に R注を入れTTIl唖計のF'ィヤル指'前を 0.9に, ド

ラムを約 0.1にし,R空によって検流計を平田させろ｡

この時のドラムの正砥な改みを mlとL t秒筏 SW

を PRT に切換へ,ダイアル及び ドラムによl)検流

計を平街させる｡この時の読みを Rxとし, 恥 ニ ー

妙技 SW を R25に切換へ敵と両様 meを祝みとる｡

この時,測定温度は 2Rx/mJ+m空の比で示される｡

次にこの柑 こ, RESの室温による温床補正係数を釆ず

ると,it正伯 M を得ろ｡この温姥和正係数を表示す
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防 虫 科 乍 節 10 巻-I

ると,第5図の通 りであ7J｡ (一般に,r'l砲抵fJLL'温姥
計の温度による抵抗変化は,(1)式で,j':される｡

･lt-Ro〔1十a(1+意 )t+了品 tつ ････(1)

イn_L,Ro,Rtは, 夫々 Oo,toにおけるFl金抵抗

温舵計の抵抗ItIiであり,α, Bは, F'怜私ミの種額によ

ってLiiる岡rJJllll:である｡ I･/C･求められた T̂は,(I)

式の JiL/JミOにfJド巧する｡)

0

T
･･･‥
･
二
･
加

0

ムー120

十･=････co

i231･(ilレ仰AIFig.IFTCCZinĝppmtus
A:I.'TCCZinE;CぐlL
B:lreatingJTrCkcL(4×2)･-7cm)
C:GlassJacLct(6x2･3cm)
D:StiTTer(3mm,(Iin111L･LcT･)
冗:NjcllrOmeWire
ド:Jnsulater

Fig.2
_Weasl】ringCircuit

E,E′:Battery,2V
R :StandardResistance,ca21-)Ohms

(oilimmersion)
R :Standa7-dResistance,100.002ohms

(oililllmerSjon) CLlrrCntCapacity,
0.075A.

C :Calv;lnOmeter

D :PotcntiorneterDTum

]ミ1,R空,713:Varjab】cResistance,eachcorres-
pondsto50-250,80-loo,200-600
ohms.

SW :ChangingSwitch
PltT :Phtinum 】てesistanceThcrmomcter,

(ca.25ohms)

α-3.9092×10-3

∂-1..62523,

41血 血 混 血 拙附 加 1日血 血 L

Fjg.3

1)laLinum lミcsist,lnCC'lllCrn10meteT

如il=_IIIr:_lrより,(2)jtに上ってl'l{bt温度 (Tp)を

淡め7.,｡

1･p-｣ (̂T-i) ････-･-.I(2)
α

次に,この日食温度に, 祁正位 Dsを加えると､

測'if温控 (t)を知る加がLLJI来る｡

J



防 虫 科 学 界 19 啓一Ⅰ

研兜されているが.本穴取では潮間fEtl税の坑門の点をI

もって凝同点とした｡

5 . 10 . 1.吋 飢り

Fjg.4
TheEffectofVohtilcComponents.

Fig.5
CorrectionCurveofRoJ;

DB-8(志 -1)忘 - - ･･:･･･- ･(3)

t-Tpj･Ds-･････- -･･- - ---(4)

更に,白金抵抗温圧計の托抗依測定の場合,これに

流す電流は,菰野10mA以下であるが温度計のコイ

ルの温腔は,自己加熱の影野で周囲の測定温犀よT)少

し高くなる故にi其の温既は測定温矧 ここわ自己加熱

による補正係数を乗じなければならない｡

又位mした リyデVは,充分陪湖を行ったがその凝

I司点に著 しい変化がなかったので,位も純粋と瓜われ

ろものについて祝同曲税を求めたWl,節6図の様なgl.i

卿 勺な曲税を狩る布が出来たので,何回もこの測定を

繰返し,柑た測'iULliの histogramを固くと,節7図

に読す如くなt),これから統計学的方法により,この

fnll'jL坊 班のm蛇を求めたWr,0.03 0 の誤差泣田内で測

'ji!111来る叫が判った｡

(a) I)3/デシの定量についで

純粋と,tg.われろ物TEの況同点何神戸は己に .Taylor,

Rossinit13)及びHerrington(‖)等によって.現諭的に

112,50

112.40

I12.30

112.20

112.10

I12.00

S 10TLirLS

Fig.6

NormalF reezingCurveofPureγ-isomer

11之.46 .48 ' ,50 .52

FiLr.7
77)'stogram

理想爪淡又は和f;WrLi.I液に,7houltの班別.及びChu-

sius-Clapeyronの肱川を温目すlLは次式が柑られる｡

-lnN･--1n(llN2)-N2･号(N2)管+- ･

一志 (To-T)〔J.(去 -a/2L)x
(To-T)十･･-〕-･---･(6)

mLNlは主成分のモル分率,N空は不純物のモル

分率 Toは主成分の凝固点.Lは主成分の Toにお

ける租解熱 aはま成分の液体及び固体の 1モルの熱

21



防 虫 科●学 節 19 巻-I

容丑の超であり,.(To-T)は故国点降下皮,早.は気

体常数であるo今 -

A.-LJRToS････････････････････････(7)

･とし. N空が極めて小さいと仮定すれば,(6)式は

次の校になる｡

To-Tヲ△T;-N2/A -････････････∴(8)

故にヨ:.成分の氾姥は

logmo1%Nl-2-Ax△T'/2.3026:- ･･I(9)

となる｡こ でゝ,A は eryoscopiccoristantであ

る｡

共助により,この倍を求めると0.012(モル分率/lo

降下)となり,この位を(7)式に入れて,融解熱は約

360Oか,リー/モル を得る.又,融解のエントロピー

は,9.4(ェソトロビー単位)となる｡ この額は過冷

却に伴う娯歪を無視山来る部を,jt'している加 ｡

f･gcryoscopicconstantC?決定の際,不純物のめ

腔が拓い場合は,第8図に示す様な polymorphism

を現わしたが,冷却速度を変化さす串により,第9回

の様な正常な曲税を得た｡比の現象については,日下

krにFF･細な研究を行っているが,不純物の班皮が余り

拓くない場合,上記の cryoscopicconstantが信祝

LU来ろものとして工場製品の分析を行った｡(妨7袈)

この出札 これらのエ協動晶は親格に合致するものと

.臥われろ｡併しこれらの故同点は.揮発成分を考凪 こ

いれてない都に注意する必要がある｡

終F)に,常に御指召御鞭蛙を陥った武居教安に托く

感謝し,白金抵抗温皮計の試作その他転々御援助由っ

た曲FLt制作研,及び多血d試料を恥 ､た縫ケ淵化学工

坪株式会社に厚く御礼申し上げる｡

･)0 20ThlTtS

Fig.8

FreezingCurve(a+γ-BHC.9弓･51wt%,.
coolingrate-.1.70/min)
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Fig.9
FreezingCurve(a十γ-BHC,98.511Vt%,
coolingrate=ざlo/min)

実 験 結 .異 .

(Ⅰ) 白金抵抗温度計の自己加熱補正

白金抵抗温度計を流れる電流を,室温(20-260)に

放て 5-10mAにし 自己加熱の補正を行った｡妨

1式に於て,宍験 1,2,3は,興った糾料を川いた

場合ゐ位である｡平均値として5mAの場合は0.99叫

10mA の場合は 0.9986を得る｡約2才ミ以下に示す

位は,何れもこの係数を乗じて..電流を0にした均分

の位である｡

Tallle1
′correctionofSelf-heatingofPlatinum

ResistanceThermometer

､Experiment1IExperiment21Experiment3

CorrectionCoeLRcient
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(ⅠⅠ)水分及び押発成分の影野について

(a) 除去しない均分

精製された1)ソヂ yを,そのま 押ゝLtL凝同点を測

定すると,卯2災及び茄4図に77:ナ如く,印忙i引こ凝

固点は増加している｡又一回の測定時間は約30分であ

る｡(.D.約1同日の測定の際,加熱されているrLJlにも

退散する叫が考えられるから,宍際に含まれている水

分及び押菟成分は,軍に多い串が考へられるO I

Table2
TheELrectoLMoistureandVolatile

Components

(b) 除去 .した場合

一比等の影野を除く為に.郡1図に示した把押棒から

測定開始まで約20分間窒窮ガス,叉は乾燥室気 (硫酸

及び無水憐演巾を通したもの)を通じた研,.茄3炎に

示す如く,約1回日から安起した泉田点を/i-;した｡

穴験2..3は.24時間叉は48時間後,再び窒素ガ

ス又は陀税額銭を通じて行った位である｡

(ⅠⅠⅠ) 測'm J'法の精度検定

約3訪日こ放て,乾燥琶菜ガス及び乾燥垂気を通じた

切付.同一母共図に属するものとして, X℡検定を行

った肝,筋4'表よりX空くx2(0.05)-5.69となり.第7

図は正魂分布をなし,梗準偏差 S-0.017であった｡

(ⅠⅤ) 純 γ-ImCの凝固点 .

リyデyの工場製品,並びに当研究室で精製を行っ

た試料の巾,滋も掛 ､凝固点を示すも甲をもらで,純

γ-RITC とし,その凝固点を測定した所.第5表に示

す通 りである｡7B同曲税は第6図に戻す通りで,

polymorphism の現象を読さなかった｡

平均班として,ll.2.500をもって最も純粋なy･BHC

¢廃固点とした｡

(Ⅴ) Cryoscopicconstantの決定

純粋な γ-1mCに,不純物として･､aTBHC(mp.

ユ56-1570)を加えその凝固点降下皮よりCryoscopic

constantを求めた研, 節6表に示す通りである.妄埠

巾※印を附したものは,.第8図に示す様な polymor-

phismを現した｡ 併し,此の現象は冷却速度を変化

さす都により,妨9図に示す様な曲晩にする都がLiI来

Table3

Th占EtrectoLMoistureandVoldtileComponents

Frequency PassedNrgasfor.20mins 'Passeddried.airfor､即mins

Table5

FreezingPointoLPure7J-BfIC
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た｡輸入現象を表すものでは,最初の極大点が,凝固 一

点を示すものと思われる｡ Cryoscopicconstantを,

polymoTphism.を示さないものについて平均すれば,

0.012モル分率/lo降下となる｡ 比の値より節2束の

水分及び抑発成分を求めると,.約 0･6% となるo

Tableti

DeterminationofCrydscopicConstant

S: .pklt(lP.;1,'Ircac-1fplorf:(t.icn,gfdep:r:ec:S;iont,m二,'1｡,

(ⅤⅠ) 工場胡品の分析

上で求めた cryoscopicconstantを用いて,lo枚

のエ切払Ulを分析した結凪 ま節7表の通りである｡勿

弧 測'jt仰始前に,掠発成分を除いてある｡式FtJ※印

は米国判fff7Iである.

Table7
DctcrminationofTechnicalLindane

company､1Fre.ez(ioncg,
Freezingpoint BHC(mol%)

文 献

(1) E.E.Toops,∫.A.Riddick ; -Anal.

Chem.23,1106(1951)

(2) E:Emschwilleretal.:Bull.soc.chin.

- France.789(1952)

(3) A.Ko8er:Chem.lief.51,376(1951)
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(4) D.R.Stull:､Ind.Eng.Chem.anal.ed.

18,234(1946)

(5) B･J･Mair･A･R･Glasgow･E･D･Rossin,i:
′J.Research.Natl.･山ur.Standards26,

591(】941)

(6) A.R.Glasgow,-F.D.Jtossini:.ihid.

35,355(1945)

(7) E.F.Mucller･:Bull.BUT.Standard

13,547(1916)

(8) 大石二郎著 '.温床及びその測定法,83(1946)

(9) D.R.Stull:▲Rev.Sci.Instr.16,3.8

(1945)

(10) C.Scatchardetal:I.Am.Chcm.S｡C･

54,2676(1932)

(ll) 宮内鉄也著 :温皮測定,204(1949)

(12).PhysicalMethod ofOrganicChemistry

･Part1,p199(1949)

(13) W.I.Taylor,F.D.RossiT)i:I.1くcsc･lrCh
NatJ.BUT.Standards32,197(1944)

(14) E.lIerringtonet-al.:J.Chem･Soc･
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●

(15) 化学突放学,節2軌 基本操作給, 31(lUi6)

Resumi

LindanejsbydefinitionatleastOU,Q.'1)ylVCはht

ofy-isomer.ManyworkshavebeenacconlPlishc(I

ondeterminationof㍗-isomcr,but'thcdi爪culty

wastoTmeasurethetemperatureprecisely.

Intheseexperimentswe usedthephtinum

resistancethermometer,standardresistaceand

potentiomcter.Thefreezing apparatusandits

circuitfortheanalysisareillustratedinFig.1

alld4.

First,thecurrentorthecircuitisadjustedto

5-10mAbyvariableresistanceRlandmeasured

preciselyfromthevoltagedepressionofliloo,

.thenthevariableresistanceR3isputinthe

potentiometercircuitandthevariableresistance

R2andR3areadjustedso_thatthe_potentiomctcr

drum shows 1.00000. .Turn the SW to

pRT and measurethevalueofpotentiometcr

drum,m.

13utthisobservedvaluehastobecorrected])y

thecorrectioncoefBcientshowninFig.5Sothat

thevaluecanbeconsideredasthemtioRE/Ilo

ofCallendar'sformula.InthismethodIreneed

nottoreadthevoltagedepressionofIミ25and

PliT.Wecancalculatethemeasuringtempera-
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tureaccording.totheequatlon(2),(4)and(5),

whereαandarepresenttheoriginLllcoemcients

ofplatinum rcsistユneCthermometerdetermined

by ice-point.steam-poJntandsulphur･point･

Tllecorrectionc(光爪cjentofself-heating of

platinum res王shnce thermometer is 0.9996

in6mA and0.9986inlOmA.(Tablel)

Thccooling■rateofthisapparattlSiscontrolled

bychanging the'voltage-chargeofnichrorne-

1Vire.

Thestirrerismadeofaemptyglasstube

tllrOt】ghlVbichthedriedairornitrogen一gasis

節 19 懇-i

constantlypassedintothesolutiontoremovethe

moistureand volatile componentsbeforethe

measurement.

TbeS;lmpleused ineach experimentis.log

oflindaneand theprecision ofthismethod

isfoundtobe0.030byslatisticaltreatment.

ThcfreezlngJ)Ointofpureγ-BHCisfound

112.500andthecryoscopicconstantis0.012m01-

fractionperdegreefortheeoncentrえtionrange,
99tolOO% and 仏eentropyofmeltingis9･4

E.U.

GeneAnalysisofResistancetoDDTandBECinDrosopFu'ZamcZanogasEcr.Masuhisa

TSUKAh10TO(GeneticalLaboratory,FacultyofScience,OsakaUT)il･erSity)皮Masahiro

OôKr(Depa.rtmentof∫:ducation,Nani､vaUniversity,Sakai,0:sLlka)･ReccivcdFeb･ユ
1954.BotylL-Kagah'L19,251954(withEnglishresume,31).

4 ショウジョウバエの DDT 及び BⅡC抵抗性の浪伝学的研究 域本村久 (大阪大Fl'_I

理学部 放物学赦昌),大垣昌弘 (浪速大学 教育学部)29.2.1実現

ショウジョウバエの･DDTおよび BECに対する抵抗性は完全慣性の泣仏字によるもの<

あって,その染色体上における位置旺共に T-66土<あると考えられ引こ至った｡ この78
実に基いていもゆる crossresistanceの同局についても新しい見解を述べた｡

Ⅰ.緒 官 .

われわれは昆虫の殺虫剤は対する鞍抗性の取柄を解

明する1つの手段として,ショウジヨウバェを用いて

迫伝学的に分析し七きたが,その結果福岡系及び誇択

罪の異った2系統において,lその DDT 拭抗性は共

に第1染色体右腕の tJi]Jや scaわ の迫f云子の近くに

ある位性の遺伝子に去って支配されていることを知り

すでにその一部を報告した (塚本 ･大乱 ユ953(5);大

垣 ･塚本,195130,)｡

その後,遺伝子分析のための交配突放を行うのに適

当な軽々の突然変異型の系統を作り,DDT抵抗性に

?いては更に詳細な実験を繰返すと共に,他の殺虫剤

に対する抵抗性をも研究する目的でき択累ショウジヨ

ウ,.'ェを用いてその BHC 抵抗性を逝伝学的に分析

した,その結果.殺虫剤抵抗性迎I云丁･の染色作上の位

把を決定することができたので,こLでは DDT 及

び mIC についてこれらの分析の結果を邦告すると

･典に,竣ろ燕剤に対して拭杭性をもった昆虫は他の2

･3の投出剤に対してもrlJ'J時に抵抗性を示すという所

謂 crossrcsistancc又はcrosstoleranceの拭掛こ

ついても迫f云学的見地から考窮を行った｡

I) tlg:veStlf;hlwJ'ngJenchromosomeT

2) ∫√α:scabrouseyeincllrOmOSOmeI

本文に入るに光だち,この研究を行うに当って常に

御指導御旗比をR朋っった大阪大学剖 II秀タj教授,一大島

長辺的教授,珪批系ショウジヨウ.バェを托iL;する際に

托々の御斑斑にあずかった彦根市衛生視長小林弘氏,∵

DDTをは与された);..'邦大学化学研究所長沢純夫氏,

BIICを磁与された旭硝子株式会社淀川工場大野勇氏,

及び突放の際に種々の御手数を煩わした滑水節子嬢の■

諸氏に搾甚の謝意を表する｡

■血 材料 及び方法

DDT抵抗性の系統としてくま,われわれは彦取系及

び福岡系 の2系統 を従来よt)mいている｡淳択風 土

DDT以外に BIIC やバ･>チオy,琉頓 ニコチンな

どに対しても他の多くの野生型 ･突戯変E4型の系統に

くらべて抵抗性が強いことが判明したので,今迄2003

-2500γ/ccDDT合布Df料で 22代飼育してきたも

のをRTに 8γ/ccllfIC合初餌料で2代以上飼育淘汰

した後に,BHC抵抗性系統として突放に供した｡.

遺伝子分析のために交配突放に用いた釆続は,弟Ⅱ

･節t･第IVの各染色体に1つづつ劣性の突然変異形

質をもった_m;ca;gvl3)及び cn;Ibar-3;gvZ一)と,

3) cn:cinnabareyeinchTOmOSOPeⅡ
ca:chret;eyeinchromosomei
gvZ:groovelessinchromosom JV

4) bar-3:bareyeinchromosome王
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